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(57)【要約】
【課題】黄色味が小さく、防眩性が高い防眩フィルムを提供する。
【解決手段】透過光の色度ｂ＊の絶対値が１５以下であり、かつヘイズが３０％以上であ
る防眩フィルム防眩フィルムを調製する。この防眩フィルムは、透過光の色度ｂ＊の絶対
値が３以下であり、かつ６０°グロスが２５％以下であってもよい。この防眩フィルムは
、透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、前
記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組
成物の硬化物であってもよく、特に、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択され
る少なくとも２つの成分が、湿式スピノーダル分解により相分離可能であってもよい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過光の色度ｂ＊の絶対値が１５以下であり、かつヘイズが３０％以上である防眩フィ
ルム。
【請求項２】
　透過光の色度ｂ＊の絶対値が３以下であり、かつ６０°グロスが２５％以下である請求
項１記載の防眩フィルム。
【請求項３】
　透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、前
記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組
成物の硬化物である請求項１又は２記載の防眩フィルム。
【請求項４】
　ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択される少なくとも２つの成分が、湿式ス
ピノーダル分解により相分離可能である請求項３記載の防眩フィルム。
【請求項５】
　ポリマー成分が、セルロースエステル類及び／又は重合性基を有していてもよい（メタ
）アクリル系重合体を含む請求項３又は４記載の防眩フィルム。
【請求項６】
　硬化樹脂前駆体成分が、多官能（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート
、ポリエステル（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート及びシリコーン（
メタ）アクリレートから選択された少なくとも１種を含む請求項３～５のいずれかに記載
の防眩フィルム。
【請求項７】
　硬化樹脂前駆体成分が、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を含む請求項３～６のい
ずれかに記載の防眩フィルム。
【請求項８】
　硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程を含む請求項３～７のい
ずれかに記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項９】
　支持体の上に、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化
性組成物を塗布して乾燥することにより、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択
される少なくとも２つの成分を、湿式スピノーダル分解により相分離させる相分離工程を
さらに含み、硬化工程が、相分離した硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させ
る硬化工程である請求項８記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載の防眩フィルムを備えた表示装置。
【請求項１１】
　有機ＥＬディスプレイ又は液晶表示装置である請求項１０記載の表示装置。
【請求項１２】
　透過光の色度ｂ＊の絶対値及びヘイズを、それぞれ１５以下及び３０％以上の範囲に調
整し、防眩フィルムの防眩性及び透明性を向上する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤ）や有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）ディスプ
レイなどの各種表示装置に利用できる防眩フィルム並びにその製造方法及び用途に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　防眩フィルムは、ＬＣＤや有機ＥＬディスプレイなどの画像表示装置における表示面で
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の外景の映り込みを防止し、視認性を向上させるためのフィルムとして広く利用されてい
る。防眩フィルムに求められる光学特性としては、高いヘイズを有することにより、防眩
性を向上させる機能に加えて、高い透明性（全光線透過率）を有し、かつ黄色や赤色に偏
った色ではなくニュートラルな白い色合いの光を視認側に与え、視認性を向上させる特性
も挙げられる。このような機能を発現させるため、防眩性フィルムでは、従来から、微粒
子とバインダー樹脂又は硬化性樹脂との混合物を基材に塗布し、表面に微細な凹凸を形成
することにより正反射を防ぎ、防眩性を発現させる方法が知られている。しかし、微粒子
を利用した防眩フィルムでは、粒子サイズにより透過散乱光の強度分布をコントロールす
るため、表示面でのギラツキや文字ボケを有効に防止できない。さらに、微粒子を分散さ
せた防眩フィルムは、防眩フィルムを構成するマトリクス材料と分散する微粒子の屈折率
差が大きいほどヘイズ値が上昇して光拡散性が高まるが、内部ヘイズの増加に従い短波長
側の光が広角に散乱するため、表示装置を正面から視認した場合に黄色く、くすんで見え
、視認性が低下する。また、後方散乱し易いため、透明性も低下する。
【０００３】
　そこで、非相溶な樹脂成分のスピノーダル分解を利用して表面に凹凸形状を形成する方
法も知られており、特開２０１４－８５３７１号公報（特許文献１）には、複数の樹脂成
分の相分離に伴って形成された長細状凸部を表面に有する防眩層を含む防眩フィルムであ
って、前記長細状凸部が、分岐構造を有し、かつ合計長さが１００μｍ以上であるととも
に、前記防眩層の表面に前記長細状凸部が１ｍｍ２当たり１以上存在する防眩フィルムが
開示されている。この防眩フィルムでは、ヘイズと鮮明性とのバランスに優れ、高精細表
示装置（例えば、２００ｐｐｉ以上の解像度を有する液晶表示装置や、有機ＥＬ表示装置
など）に配設しても、防眩性を向上でき、ギラツキを高度に抑制でき、かつ文字ボケも抑
制できる。
【０００４】
　しかし、この防眩フィルムでも、透明性を向上させると、防眩性が低下する場合がある
。さらに、従来の方法では、防眩性を向上させるためには、高ヘイズの原因となる光散乱
性を向上させる必要があり、防眩性と透明性（特に、黄色味の抑制）とはトレードオフの
関係にあり、両立が困難であった。
【０００５】
　特許第５５３１３８８号公報（特許文献２）には、コントラストの良い光学シートを安
定して供給する方法として、透明基材の少なくとも一方の面に機能層を有し、この機能層
の最表面及び／又は内部に拡散要素を有する光学シートの製造方法において、所定の角度
で測定した拡散反射強度の総和に対する拡散正反射強度の比が０．１９を超えるように制
御することにより、コントラストに優れた光学シートを安定して製造する方法が開示され
ている。
【０００６】
　しかし、この方法で得られる光学シートでも、透明性を向上するのは困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－８５３７１号公報（請求項１、段落［００２１］）
【特許文献２】特許第５５３１３８８号公報（請求項１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は、黄色味が小さく、防眩性が高い防眩フィルム並びにその製造
方法及び用途を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、前記課題を達成するため鋭意検討の結果、透過光の色度ｂ＊の絶対値が
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１５以下であり、かつヘイズが３０％以上である防眩フィルムを調製することにより、黄
色味を抑制しつつ、防眩性を向上できることを見出し、本発明を完成した。
【００１０】
　すなわち、本発明の防眩フィルムは、透過光の色度ｂ＊の絶対値が１５以下であり、か
つヘイズが３０％以上である。前記防眩フィルムは、透過光の色度ｂ＊の絶対値が３以下
であり、かつ６０°グロスが２５％以下であってもよい。前記防眩フィルムは、透明基材
層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、前記防眩層が
、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組成物の硬化
物であってもよい。前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分から選択される少なく
とも２つの成分は、湿式スピノーダル分解により相分離可能であってもよい。前記ポリマ
ー成分は、セルロースエステル類及び／又は重合性基を有していてもよい（メタ）アクリ
ル系重合体を含んでいてもよい。前記硬化樹脂前駆体成分は、多官能（メタ）アクリレー
ト、エポキシ（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリレート、ウレタン（メ
タ）アクリレート及びシリコーン（メタ）アクリレートから選択された少なくとも１種を
含んでいてもよい。前記硬化樹脂前駆体成分は、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を
含んでいてもよい。
【００１１】
　本発明には、硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程を含む前記
防眩フィルムの製造方法も含まれる。この製造方法は、支持体の上に、１種以上のポリマ
ー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組成物を塗布して乾燥することに
より、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択される少なくとも２つの成分を、湿
式スピノーダル分解により相分離させる相分離工程をさらに含んでいてもよい。前記硬化
工程は、相分離した硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程であっ
てもよい。
【００１２】
　本発明には、前記防眩フィルムを備えた表示装置も含まれる。この表示装置は、有機Ｅ
Ｌディスプレイ又は液晶表示装置であってもよい。
【００１３】
　本発明には、透過光の色度ｂ＊の絶対値及びヘイズを、それぞれ１５以下及び３０％以
上の範囲に調整し、防眩フィルムの防眩性及び透明性を向上する方法も含まれる。
【００１４】
　なお、本明細書及び特許請求の範囲において、（メタ）アクリレートは、メタクリル酸
エステル、アクリル酸エステルの双方を含む。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明では、防眩フィルムの透過光の色度ｂ＊の絶対値が１５以下であり、かつヘイズ
が３０％以上であるため、色合いと防眩性とを両立でき、特に、黄色度も低減でき、黄色
味を抑制しながら、防眩性を向上できる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　［防眩フィルムの光学特性］
　本発明の防眩フィルムは、透過光の色度ｂ＊の絶対値及びヘイズが特定の範囲に調整さ
れているため、防眩性と透明性（特に黄色味の抑制）とを両立できる。
【００１７】
　本発明の防眩フィルムは、透過光の色度（透過色相）ｂ＊の絶対値が１５以下（例えば
０～１５）であればよいが、例えば１０以下（例えば５以下）、好ましくは３以下、さら
に好ましくは２以下であってもよく、特に１以下（例えば０．１～１）であってもよい。
色度ｂ＊が１５を超えると、黄色味や青色味が増してくすんで見え、透明性が低下する。
【００１８】
　なお、本明細書及び特許請求の範囲において、透過色相ｂ＊は、ＪＩＳ　Ｚ８７８１に
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準拠して、分光光度計（（株）日立ハイテクサイエンス製「Ｕ－３０１０」）を用いて測
定できる。
【００１９】
　本発明の防眩フィルムは、ヘイズが３０％以上（例えば３０～１００％）であればよい
が、防眩性を向上できる点から、例えば４０％以上（例えば４０～９９％）、好ましくは
５０～９８％（例えば７０～９７％）、さらに好ましくは８０～９６％（特に８５～９５
％）程度である。ヘイズが低すぎると、防眩性が低下する虞がある。
【００２０】
　本発明の防眩フィルムの全光線透過率は、例えば７０％以上（例えば７０～１００％）
、好ましくは８０～９９．９％、さらに好ましくは８５～９９％（特に９０～９８％）程
度である。全光線透過率が低すぎると、透明性が低下する虞がある。
【００２１】
　なお、本明細書及び特許請求の範囲において、ヘイズ及び全光線透過率は、ＪＩＳ　Ｋ
７１０５に準拠して、ヘイズメーター（日本電色工業（株）製「ＮＤＨ－５０００Ｗ」）
を用いて測定できる。
【００２２】
　［防眩層］
　本発明の防眩フィルムは、前記光学特性を発現するための防眩層を含んでいればよく、
材質や構造は限定されないが、通常、微細な凹凸形状が表面に形成された透明材料で形成
されており、この凹凸形状によって表面反射による外景の映り込みを抑制して防眩性を向
上できる。
【００２３】
　前記防眩層表面（防眩フィルムが防眩層単独で形成されている場合、少なくとも一方の
表面）の６０°グロスが９０％以下であってもよく、例えば０～２５％、好ましくは０．
１～２０％（例えば０．２～１０％）、さらに好ましくは０．３～５％（特に０．５～１
％）程度である。６０°グロスが大きすぎると、防眩性が低下する虞がある。
【００２４】
　本明細書及び特許請求の範囲において、６０°グロスは、ＪＩＳ　Ｋ８７４１に準拠し
て、グロスメーター（（株）堀場製作所製「ＩＧ－３２０」）を用いて測定できる。
【００２５】
　本発明の防眩フィルムは、防眩層単独で形成されていてもよく、透明基材層と、この透
明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含んでいてもよい。
【００２６】
　防眩層は、透明材料で形成されていればよく、有機材料及び無機材料のいずれの材料で
形成されていてもよいが、生産性や取り扱い性などの点から、樹脂成分を含む組成物で形
成された防眩層が好ましい。防眩層の表面は、前述のように、通常、凹凸形状を有してお
り、この凹凸形状は、特に限定されず、物理的な加工や型を用いた転写などによって形成
された凹凸形状であってもよいが、生産性などの点から、樹脂成分を含む組成物で形成さ
れた防眩層において、樹脂成分の相分離構造によって形成された微細な凹凸形状や粒子の
形状に対応した微細な凹凸形状であってもよい。なかでも、１種以上の硬化樹脂前駆体成
分を含む硬化性組成物の硬化物において、液相からのスピノーダル分解（湿式スピノーダ
ル分解）により形成された凹凸形状や、粒子（例えば、ポリアミド粒子などの熱可塑性樹
脂粒子や、架橋ポリ（メタ）アクリル酸エステル粒子、架橋ポリスチレン系粒子、架橋ポ
リウレタン粒子などの架橋高分子粒子など）を含有させて粒子形状によって形成された凹
凸形状が好ましく、透明性と防眩性とを両立できる凹凸形状を形成し易い点から、湿式ス
ピノーダル分解により形成された凹凸形状が特に好ましい。
【００２７】
　湿式スピノーダル分解により形成された凹凸形状を有する防眩層は、１種以上のポリマ
ー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組成物の硬化物であってもよい。
詳しくは、防眩層は、１種以上のポリマー成分と１種以上の硬化樹脂前駆体成分と溶媒と
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を含む組成物（混合液）を用い、この組成物の液相から、溶媒を乾燥などにより蒸発又は
除去する過程で、濃度の濃縮に伴って、スピノーダル分解による相分離が生じ、相間距離
が比較的規則的な相分離構造を形成できる。より具体的には、前記湿式スピノーダル分解
は、通常、前記組成物（均一溶液）を支持体にコーティングし、塗布層から溶媒を蒸発さ
せることにより行うことができる。前記支持体として剥離性支持体を用いる場合には、防
眩層を支持体から剥離することにより防眩層単独で構成された防眩フィルムを得ることが
でき、支持体として透明な非剥離性支持体（透明基材層）を用いることにより、透明基材
層と防眩層とで構成された積層構造の防眩フィルムを得ることができる。
【００２８】
　（ポリマー成分）
　ポリマー成分としては、通常、熱可塑性樹脂が使用される。熱可塑性樹脂としては、透
明性が高く、スピノーダル分解により前述の表面凹凸形状を形成できれば特に限定されな
いが、例えば、スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系重合体、有機酸ビニルエステル系重
合体、ビニルエーテル系重合体、ハロゲン含有樹脂、ポリオレフィン（脂環式ポリオレフ
ィンを含む）、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリアミド、熱可塑性ポリウレタン、
ポリスルホン系樹脂（ポリエーテルスルホン、ポリスルホンなど）、ポリフェニレンエー
テル系樹脂（２，６－キシレノールの重合体など）、セルロース誘導体（セルロースエス
テル類、セルロースカーバメート類、セルロースエーテル類など）、シリコーン樹脂（ポ
リジメチルシロキサン、ポリメチルフェニルシロキサンなど）、ゴム又はエラストマー（
ポリブタジエン、ポリイソプレンなどのジエン系ゴム、スチレン－ブタジエン共重合体、
アクリロニトリル－ブタジエン共重合体、アクリルゴム、ウレタンゴム、シリコーンゴム
など）などが例示できる。これらの熱可塑性樹脂は、単独で又は二種以上組み合わせて使
用できる。
【００２９】
　これらのポリマー成分のうち、スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系重合体、酢酸ビニ
ル系重合体、ビニルエーテル系重合体、ハロゲン含有樹脂、脂環式ポリオレフィン、ポリ
カーボネート、ポリエステル、ポリアミド、セルロース誘導体、シリコーン系樹脂、ゴム
又はエラストマーなどが汎用される。また、ポリマー成分としては、通常、非結晶性であ
り、かつ有機溶媒（特に複数のポリマー成分や硬化樹脂前駆体成分を溶解可能な共通溶媒
）に可溶なポリマー成分が使用される。特に、成形性又は製膜性、透明性や耐候性の高い
ポリマー成分、例えば、スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系重合体、脂環式ポリオレフ
ィン、ポリエステル系樹脂、セルロース誘導体（セルロースエステル類など）などが好ま
しく、（メタ）アクリル系重合体、セルロースエステル類が特に好ましい。
【００３０】
　（メタ）アクリル系重合体としては、（メタ）アクリル系単量体の単独又は共重合体、
（メタ）アクリル系単量体と共重合性単量体との共重合体などが使用できる。（メタ）ア
クリル系単量体には、例えば、（メタ）アクリル酸；（メタ）アクリル酸メチル、（メタ
）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メ
タ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル
、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシルなどの（メタ）アクリル酸Ｃ１－１０アルキル
；（メタ）アクリル酸フェニルなどの（メタ）アクリル酸アリール；ヒドロキシエチル（
メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートなどのヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレート；グリシジル（メタ）アクリレート；Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ
アルキル（メタ）アクリレート；（メタ）アクリロニトリル；トリシクロデカンなどの脂
環式炭化水素基を有する（メタ）アクリレートなどが例示できる。共重合性単量体には、
スチレンなどのスチレン系単量体、ビニルエステル系単量体、無水マレイン酸、マレイン
酸、フマル酸などが例示できる。これらの単量体は、単独で又は二種以上組み合わせて使
用できる。
【００３１】
　（メタ）アクリル系重合体としては、例えば、ポリメタクリル酸メチルなどのポリ（メ
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タ）アクリル酸エステル、メタクリル酸メチル－（メタ）アクリル酸共重合体、メタクリ
ル酸メチル－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、メタクリル酸メチル－アクリル酸エ
ステル－（メタ）アクリル酸共重合体、（メタ）アクリル酸エステル－スチレン共重合体
（ＭＳ樹脂など）などが例示できる。これらのうち、ポリ（メタ）アクリル酸メチルなど
のポリ（メタ）アクリル酸Ｃ１－６アルキル、特にメタクリル酸メチルを主成分（５０～
１００重量％、好ましくは７０～１００重量％程度）とするメタクリル酸メチル系重合体
が好ましい。
【００３２】
　セルロースエステル類としては、例えば、脂肪族有機酸エステル（セルロースジアセテ
ート、セルローストリアセテートなどのセルロースアセテート；セルロースプロピオネー
ト、セルロースブチレート、セルロースアセテートプロピオネート、セルロースアセテー
トブチレートなどのＣ１－６脂肪族カルボン酸エステルなど）、芳香族有機酸エステル（
セルロースフタレート、セルロースベンゾエートなどのＣ７－１２芳香族カルボン酸エス
テル）、無機酸エステル類（例えば、リン酸セルロース、硫酸セルロースなど）などが例
示でき、酢酸・硝酸セルロースエステルなどの混合酸エステルであってもよい。これらの
セルロースエステル類は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらのうち、
セルロースジアセテート、セルローストリアセテート、セルロースアセテートプロピオネ
ート、セルロースアセテートブチレートなどのセルロースＣ２―４アシレートが好ましく
、セルロースアセテートプロピオネートなどのセルロースアセテートＣ３－４アシレート
が特に好ましい。
【００３３】
　ポリマー成分［特に（メタ）アクリル系重合体］は、硬化反応に関与する官能基（又は
硬化樹脂前駆体成分と反応可能な官能基）を有するポリマーであってもよい。前記ポリマ
ーは、官能基を主鎖に有していてもよく、側鎖に有していてもよい。前記官能基は、共重
合や共縮合などにより主鎖に導入されてもよいが、通常、側鎖に導入される。このような
官能基としては、縮合性基や反応性基（例えば、ヒドロキシル基、酸無水物基、カルボキ
シル基、アミノ基又はイミノ基、エポキシ基、グリシジル基、イソシアネート基など）、
重合性基（例えば、ビニル、プロペニル、イソプロペニル、ブテニル、アリルなどのＣ２

－６アルケニル基、エチニル、プロピニル、ブチニルなどのＣ２－６アルキニル基、ビニ
リデンなどのＣ２－６アルケニリデン基、又はこれらの重合性基を有する基［（メタ）ア
クリロイル基など）など］などが例示できる。これらの官能基のうち、重合性基が好まし
い。
【００３４】
　重合性基を側鎖に導入する方法としては、例えば、反応性基や縮合性基などの官能基を
有する熱可塑性樹脂と、前記官能基との反応性基を有する重合性化合物とを反応させる方
法などが例示できる。
【００３５】
　官能基を有する熱可塑性樹脂において、官能基としては、カルボキシル基又はその酸無
水物基、ヒドロキシル基、アミノ基、エポキシ基などが例示できる。
【００３６】
　官能基を有する熱可塑性樹脂がカルボキシル基又はその酸無水物基を有する熱可塑性樹
脂である場合、前記官能基との反応性基を有する重合性化合物としては、例えば、エポキ
シ基やヒドロキシル基、アミノ基、イソシアネート基などを有する重合性化合物などが例
示できる。これらのうち、エポキシ基を有する重合性化合物、例えば、エポキシシクロヘ
キセニル（メタ）アクリレートなどのエポキシシクロＣ５－８アルケニル（メタ）アクリ
レート、グリシジル（メタ）アクリレート、アリルグリシジルエーテルなどが汎用される
。
【００３７】
　代表的な例としては、カルボキシル基又はその酸無水物基を有する熱可塑性樹脂とエポ
キシ基含有化合物、特に（メタ）アクリル系重合体（（メタ）アクリル酸－（メタ）アク
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リル酸エステル共重合体など）とエポキシ基含有（メタ）アクリレート（エポキシシクロ
アルケニル（メタ）アクリレートやグリシジル（メタ）アクリレートなど）との組み合わ
せが例示できる。具体的には、（メタ）アクリル系重合体のカルボキシル基の一部に重合
性不飽和基を導入したポリマー、例えば、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エス
テル共重合体のカルボキシル基の一部に、３，４－エポキシシクロヘキセニルメチルアク
リレートのエポキシ基を反応させて、側鎖に重合性基（光重合性不飽和基）を導入した（
メタ）アクリル系重合体（サイクロマーＰ、（株）ダイセル製）などが使用できる。
【００３８】
　熱可塑性樹脂に対する硬化反応に関与する官能基（特に重合性基）の導入量は、熱可塑
性樹脂１ｋｇに対して、０．００１～１０モル、好ましくは０．０１～５モル、さらに好
ましくは０．０２～３モル程度である。
【００３９】
　これらのポリマー成分は、適宜組み合わせて使用できる。すなわち、ポリマー成分は、
複数のポリマーで構成されていてもよい。複数のポリマーは、湿式スピノーダル分解によ
り、相分離可能であってもよい。また、複数のポリマーは、互いに非相溶であってもよい
。複数のポリマーを組み合わせる場合、第１のポリマーと第２のポリマーとの組み合わせ
は特に制限されないが、加工温度付近で互いに非相溶な複数のポリマー、例えば、互いに
非相溶な２つのポリマーとして適当に組み合わせて使用できる。例えば、第１のポリマー
が（メタ）アクリル系重合体（例えば、ポリメタクリル酸メチル、重合性基を有する（メ
タ）アクリル系重合体など）である場合、第２のポリマーは、セルロースエステル類（セ
ルロースアセテートプロピオネートなどのセルロースアセテートＣ３－４アシレートなど
）、ポリエステル（ウレタン変性ポリエステルなど）であってもよい。
【００４０】
　さらに、硬化後の耐擦傷性の観点から、複数のポリマーのうち、少なくとも一つのポリ
マー、例えば、互いに非相溶なポリマーのうち一方のポリマー（第１のポリマーと第２の
ポリマーとを組み合わせる場合、少なくとも一方のポリマー）が硬化樹脂前駆体成分と反
応可能な官能基（特に重合性基）を側鎖に有するポリマーであるのが好ましい。
【００４１】
　第１のポリマーと第２のポリマーとの重量割合は、例えば、前者／後者＝１／９９～９
９／１、好ましくは５／９５～９５／５程度の範囲から選択でき、第１のポリマーが（メ
タ）アクリル系重合体であり、第２のポリマーがセルロースエステル類である場合、両ポ
リマーの重量割合は、前者／後者＝５０／５０～９９／１、好ましくは５５／４５～９０
／１０、さらに好ましくは６０／４０～８０／２０（特に６５／３５～７５／２５）程度
である。
【００４２】
　なお、相分離構造を形成するためのポリマーとしては、前記非相溶な２つのポリマー以
外にも、前記熱可塑性樹脂や他のポリマーが含まれていてもよい。
【００４３】
　ポリマー成分のガラス転移温度は、例えば－１００℃～２５０℃、好ましくは－５０℃
～２３０℃、さらに好ましくは０～２００℃程度（例えば５０～１８０℃程度）の範囲か
ら選択できる。なお、表面硬度の観点から、ガラス転移温度は５０℃以上（例えば７０～
２００℃程度）、好ましくは１００℃以上（例えば１００～１７０℃程度）であるのが有
利である。ポリマー成分の重量平均分子量は、例えば１，０００，０００以下、好ましく
は１，０００～５００，０００程度の範囲から選択できる。
【００４４】
　（硬化樹脂前駆体成分）
　硬化樹脂前駆体成分としては、熱や活性エネルギー線（紫外線や電子線など）などによ
り反応する官能基を有する化合物であり、熱や活性エネルギー線などにより硬化又は架橋
して樹脂（特に硬化又は架橋樹脂）を形成可能な種々の硬化性化合物を使用できる。前記
硬化樹脂前駆体成分としては、例えば、熱硬化性化合物又は樹脂［エポキシ基、重合性基



(9) JP 2019-105693 A 2019.6.27

10

20

30

40

50

、イソシアネート基、アルコキシシリル基、シラノール基などを有する低分子量化合物（
例えば、エポキシ系樹脂、不飽和ポリエステル系樹脂、ウレタン系樹脂、シリコーン系樹
脂など）など］、活性光線（紫外線など）により硬化可能な光硬化性化合物（光硬化性モ
ノマー、オリゴマーなどの紫外線硬化性化合物など）などが例示でき、光硬化性化合物は
、ＥＢ（電子線）硬化性化合物などであってもよい。なお、光硬化性モノマー、オリゴマ
ーや低分子量であってもよい光硬化性樹脂などの光硬化性化合物を、単に「光硬化性樹脂
」という場合がある。
【００４５】
　光硬化性化合物には、例えば、単量体、オリゴマー（又は樹脂、特に低分子量樹脂）が
含まれる。
【００４６】
　単量体としては、例えば、単官能性単量体［（メタ）アクリル酸エステルなどの（メタ
）アクリル系単量体、ビニルピロリドンなどのビニル系単量体、イソボルニル（メタ）ア
クリレート、アダマンチル（メタ）アクリレートなどの橋架環式炭化水素基を有する（メ
タ）アクリレートなど］、少なくとも２つの重合性不飽和結合を有する多官能性単量体［
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アク
リレート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレートなどのアルキレングリコールジ（メ
タ）アクリレート；ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ポリオキシテトラメチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ートなどの（ポリ）オキシアルキレングリコールジ（メタ）アクリレート；トリシクロデ
カンジメタノールジ（メタ）アクリレート、アダマンタンジ（メタ）アクリレートなどの
橋架環式炭化水素基を有するジ（メタ）アクリレート；グリセリントリ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（
メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロー
ルプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサ（メタ）アクリレートなどの３～６程度の重合性不飽和結合を有する多官能性単量体
など］などが例示できる。
【００４７】
　オリゴマー又は樹脂としては、ビスフェノールＡ－アルキレンオキサイド付加体の（メ
タ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート［ビスフェノールＡ型エポキシ（メタ
）アクリレート、ノボラック型エポキシ（メタ）アクリレートなど］、ポリエステル（メ
タ）アクリレート［例えば、脂肪族ポリエステル型（メタ）アクリレート、芳香族ポリエ
ステル型（メタ）アクリレートなど］、（ポリ）ウレタン（メタ）アクリレート［ポリエ
ステル型ウレタン（メタ）アクリレート、ポリエーテル型ウレタン（メタ）アクリレート
など］、シリコーン（メタ）アクリレートなどが例示できる。
【００４８】
　これらの光硬化性化合物は単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。これらのうち
、短時間で硬化できる光硬化性化合物、例えば、紫外線硬化性化合物（モノマー、オリゴ
マーや低分子量であってもよい樹脂など）、ＥＢ硬化性化合物が好ましい。特に、実用的
に有利な樹脂前駆体は、紫外線硬化性樹脂である。さらに、耐擦傷性などの耐性を向上さ
せるため、光硬化性樹脂は、分子中に２以上（好ましくは２～６、さらに好ましくは２～
４程度）の重合性不飽和結合を有する化合物であるのが好ましい。
【００４９】
　硬化樹脂前駆体成分の重量平均分子量は、特に限定されないが、ゲルパーミエーション
クロマトグラフィ（ＧＰＣ）において、ポリスチレン換算で、ポリマーとの相溶性を考慮
して５０００以下、好ましくは２０００以下、さらに好ましくは１０００以下程度である
。
【００５０】
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　硬化樹脂前駆体成分は、その種類に応じて、透明性及び防眩性を向上させるために、フ
ィラー及び／又はフッ素原子を含有していてもよい。
【００５１】
　フィラーとしては、例えば、シリカ粒子、チタニア粒子、ジルコニア粒子、アルミナ粒
子などの無機粒子、架橋（メタ）アクリル系重合体粒子、架橋スチレン系樹脂粒子などの
有機粒子を含んでいてもよい。これらのフィラーは、単独で又は二種以上組み合わせて使
用できる。
【００５２】
　これらのフィラーのうち、光学特性に優れ、スピノーダル分解により、透明性及び防眩
性を両立できる凹凸形状を形成し易い点から、ナノメータサイズのシリカ粒子（シリカナ
ノ粒子）が好ましい。シリカナノ粒子は、防眩フィルムの黄色度を抑制できる点から、中
実のシリカナノ粒子が好ましい。また、シリカナノ粒子の平均粒径は、例えば１～８００
ｎｍ、好ましくは３～５００ｎｍ、さらに好ましくは５～３００ｎｍ程度である。
【００５３】
　フィラー（特にシリカナノ粒子）の割合は、硬化樹脂前駆体成分全体に対して１０～９
０重量％程度であってもよく、例えば１０～８０重量％、好ましくは１５～７０重量％、
さらに好ましくは２０～５０重量％程度である。
【００５４】
　フッ素原子を含有する前駆体成分（フッ素含有硬化性化合物又は重合性基を有するフッ
素系化合物）としては、前記単量体及びオリゴマーのフッ化物、例えば、フッ化アルキル
（メタ）アクリレート［例えば、パーフルオロオクチルエチル（メタ）アクリレートやト
リフルオロエチル（メタ）アクリレートなど］、フッ化（ポリ）オキシアルキレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート［例えば、フルオロエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、フルオロポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、フルオロプロピレング
リコールジ（メタ）アクリレートなど］、フッ素含有エポキシ樹脂、フッ素含有ウレタン
系樹脂などが挙げられる。これらのうち、（メタ）アクリロイル基を有するフルオロポリ
エーテル化合物が好ましい。フッ素含有硬化性化合物は、市販のフッ素系重合性レベリン
グ剤であってもよい。
【００５５】
　硬化樹脂前駆体成分は、その種類に応じて、さらに硬化剤を含んでいてもよい。例えば
、熱硬化性樹脂では、アミン類、多価カルボン酸類などの硬化剤を含んでいてもよく、光
硬化性樹脂では光重合開始剤を含んでいてもよい。光重合開始剤としては、慣用の成分、
例えば、アセトフェノン類又はプロピオフェノン類、ベンジル類、ベンゾイン類、ベンゾ
フェノン類、チオキサントン類、アシルホスフィンオキシド類などが例示できる。光重合
開始剤などの硬化剤の割合は、硬化樹脂前駆体成分全体に対して０．１～２０重量％、好
ましくは０．５～１０重量％、さらに好ましくは１～８重量％程度である。
【００５６】
　硬化樹脂前駆体成分は、さらに硬化促進剤を含んでいてもよい。例えば、光硬化性樹脂
は、光硬化促進剤、例えば、第三級アミン類（ジアルキルアミノ安息香酸エステルなど）
、ホスフィン系光重合促進剤などを含んでいてもよい。
【００５７】
　これらの硬化樹脂前駆体成分のうち、多官能性（メタ）アクリレート（例えば、ジペン
タエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートなどの２～８程度の重合性基を有する（メ
タ）アクリレートなど）、エポキシ（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリ
レート、ウレタン（メタ）アクリレート、シリコーン（メタ）アクリレートなどが好まし
い。さらに、硬化樹脂前駆体成分は、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を含むのが好
ましく、シリカナノ粒子含有光硬化性化合物［特に、シリカナノ粒子を含む多官能性（メ
タ）アクリレート、シリカナノ粒子を含むウレタン（メタ）アクリレート、シリカナノ粒
子を含むシリコーン（メタ）アクリレート］及びフッ素含有硬化性化合物を含むのが特に
好ましい。
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【００５８】
　硬化樹脂前駆体成分の好ましい組み合わせは、例えば、シリカナノ粒子含有光硬化性化
合物とシリコーン（メタ）アクリレートとの組み合わせ、ウレタン（メタ）アクリレート
と３～６官能（メタ）アクリレートとシリコーン（メタ）アクリレートとフッ素含有硬化
性化合物との組み合わせ、シリカナノ粒子含有光硬化性化合物とフッ素含有硬化性化合物
との組み合わせであり、特に好ましい組み合わせは、シリカナノ粒子含有光硬化性化合物
とフッ素含有硬化性化合物との組み合わせである。
【００５９】
　本発明では、透明性と防眩性とを両立できる凹凸形状を形成し易い点から、シリカナノ
粒子が硬化樹脂前駆体成分全体に対して前記割合となるように、硬化樹脂前駆体成分中に
、シリカナノ粒子含有硬化樹脂前駆体成分を含むのが好ましい。また、フッ素含有硬化性
化合物の割合は、硬化樹脂前駆体成分全体に対して例えば０．００１～１重量％（例えば
０．０１～０．５重量％）、好ましくは０．０２～０．３重量％（例えば０．０３～０．
２重量％）、さらに好ましくは０．０５～０．１重量％程度である。
【００６０】
　（ポリマー成分と硬化樹脂前駆体成分との組み合わせ）
　本発明では、前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分のうち、少なくとも２つの
成分が、加工温度付近で互いに相分離する組み合わせで使用される。相分離する組み合わ
せとしては、例えば、（ａ）複数のポリマー成分同士が互いに非相溶で相分離する組み合
わせ、（ｂ）ポリマー成分と硬化樹脂前駆体成分とが非相溶で相分離する組み合わせ、（
ｃ）複数の硬化樹脂前駆体成分同士が互いに非相溶で相分離する組み合わせなどが挙げら
れる。これらの組み合わせのうち、通常、（ａ）複数のポリマー成分同士の組み合わせや
、（ｂ）ポリマー成分と硬化樹脂前駆体成分との組み合わせであり、特に（ａ）複数のポ
リマー成分同士の組み合わせが好ましい。相分離させる両者の相溶性が高い場合、溶媒を
蒸発させるための乾燥過程で両者が有効に相分離せず、防眩層としての機能が低下する。
【００６１】
　なお、ポリマー成分と硬化樹脂前駆体成分とは、通常、互いに非相溶である。ポリマー
成分と硬化樹脂前駆体成分とが非相溶で相分離する場合に、ポリマー成分として複数のポ
リマー成分を用いてもよい。複数のポリマー成分を用いる場合、少なくとも１つのポリマ
ー成分が硬化樹脂前駆体成分に対して非相溶であればよく、他のポリマー成分は前記硬化
樹脂前駆体成分と相溶してもよい。また、互いに非相溶な２つのポリマー成分と硬化樹脂
前駆体成分（特に、複数の硬化性官能基を有するモノマー又はオリゴマー）との組み合わ
せであってもよい。
【００６２】
　ポリマー成分を互いに非相溶な複数のポリマー成分で構成して相分離する場合、硬化樹
脂前駆体成分は、非相溶な複数のポリマーのうち、少なくとも１つのポリマー成分と加工
温度付近で互いに相溶する組合せで使用される。すなわち、互いに非相溶な複数のポリマ
ー成分を、例えば、第１のポリマーと第２のポリマーとで構成する場合、硬化樹脂前駆体
成分は、第１のポリマー又は第２のポリマーのいずれかと相溶すればよく、両方のポリマ
ー成分と相溶してもよいが、好ましくは一方のポリマー成分のみと相溶する方がよい。両
方のポリマー成分に相溶する場合、第１のポリマー及び硬化樹脂前駆体成分を主成分とし
た混合物と、第２のポリマー及び硬化樹脂前駆体成分を主成分とした混合物との少なくと
も二相に相分離する。
【００６３】
　選択した複数のポリマー成分の相溶性が高い場合、溶媒を蒸発させるための乾燥過程で
ポリマー成分同士が有効に相分離せず、防眩層としての機能が低下する。複数のポリマー
成分の相分離性は、双方の成分に対する良溶媒を用いて均一溶液を調製し、溶媒を徐々に
蒸発させる過程で、残存固形分が白濁するか否かを目視にて確認することにより簡便に判
定できる。
【００６４】
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　さらに、通常、ポリマー成分と、硬化樹脂前駆体成分の硬化により生成した硬化又は架
橋樹脂とは互いに屈折率が異なる。また、複数のポリマー成分（第１のポリマーと第２の
ポリマー）の屈折率も互いに異なる。ポリマー成分と硬化又は架橋樹脂との屈折率の差、
複数のポリマー成分（第１のポリマーと第２のポリマーと）の屈折率の差は、例えば０．
００１～０．２、好ましくは０．０５～０．１５程度であってもよい。
【００６５】
　ポリマー成分と硬化樹脂前駆体成分との割合（重量比）は、特に制限されず、例えば、
前者／後者＝１／９９～９５／５程度の範囲から選択でき、例えば２／９８～９０／１０
、好ましくは３／９７～８０／２０、さらに好ましくは５／９５～７０／３０程度である
。また、硬化樹脂前駆体成分がシリカナノ粒子含有光硬化性化合物を含む場合、ポリマー
成分と硬化樹脂前駆体成分との割合（重量比）は、例えば２／９８～３０／７０、好まし
くは３／９７～２０／８０、さらに好ましくは５／９５～１５／８５程度であってもよい
。さらに、硬化樹脂前駆体成分がシリカナノ粒子含有光硬化性化合物を含まない場合、例
えば１０／９０～６０／４０、好ましくは２０／８０～５０／５０、さらに好ましくは３
０／７０～４０／６０程度であってもよい。
【００６６】
　（他の成分）
　樹脂成分を含む組成物で形成された防眩層は、種々の添加剤、例えば、レベリング剤、
安定剤（酸化防止剤、紫外線吸収剤など）、界面活性剤、水溶性高分子、充填剤、架橋剤
、カップリング剤、着色剤、難燃剤、滑剤、ワックス、防腐剤、粘度調整剤、増粘剤、消
泡剤などを含んでいてもよい。添加剤の割合は、例えば、防眩層全体に対して、例えば０
．０１～１０重量％（特に０．１～５重量％）程度である。
【００６７】
　（防眩層の厚み）
　防眩層の厚み（平均厚み）は、例えば０．３～２０μｍ程度、好ましくは１～１５μｍ
（例えば１～１０μｍ）程度であってもよく、通常３～１２μｍ（特に４～１０μｍ）程
度である。なお、防眩層単独で防眩フィルムを構成する場合、防眩層の厚み（平均厚み）
は、例えば１～１００μｍ、好ましくは３～５０μｍ程度である。
【００６８】
　（透明基材層）
　透明基材層は、透明材料で形成されていればよく、用途に応じて選択でき、ガラスなど
の無機材料であってもよいが、強度や成形性などの点から、有機材料が汎用される。有機
材料としては、例えば、セルロース誘導体、ポリエステル、ポリアミド、ポリイミド、ポ
リカーボネート、（メタ）アクリル系重合体などが例示できる。これらのうち、セルロー
スエステル、ポリエステルなどが汎用される。
【００６９】
　セルロースエステルとしては、セルローストリアセテート（ＴＡＣ）などのセルロース
アセテート、セルロースアセテートプロピオネート、セルロースアセテートブチレートな
どのセルロースアセテートＣ３－４アシレートなどが挙げられる。ポリエステルとしては
、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）などの
ポリアルキレンアリレートなどが挙げられる。
【００７０】
　これらのうち、機械的特性や透明性などのバランスに優れる点から、ＰＥＴやＰＥＮな
どのポリＣ２－４アルキレンアリレートが好ましい。
【００７１】
　透明基材層も、防眩層の項で例示された慣用の添加剤を含んでいてもよい。添加剤の割
合も防眩層と同様である。
【００７２】
　透明基材層は、１軸又は２軸延伸フィルムであってもよいが、低複屈折率であり、光学
的に等方性に優れる点から、未延伸フィルムであってもよい。
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【００７３】
　透明基材層は、表面処理（例えば、コロナ放電処理、火炎処理、プラズマ処理、オゾン
や紫外線照射処理など）されていてもよく、易接着層を有していてもよい。
【００７４】
　透明基材層の厚み（平均厚み）は、例えば５～２０００μｍ、好ましくは１５～１００
０μｍ、さらに好ましくは２０～５００μｍ程度である。
【００７５】
　（粘着層）
　本発明の防眩フィルムは、スマートフォンやＰＣ（タブレットＰＣなど）などを含む各
種のタッチパネル表示装置の保護フィルムとしても使用可能である。これらの用途では、
前記透明基材層の他方の面の少なくとも一部に粘着層が形成されていてもよい。
【００７６】
　粘着層は、慣用の透明な粘着剤で形成されている。粘着剤としては、例えば、ゴム系粘
着剤、アクリル系粘着剤、オレフィン系粘着剤（変性オレフィン系粘着剤など）、シリコ
ーン系粘着剤などが例示できる。これらの粘着剤のうち、光学特性やリワーク性などの点
から、シリコーン系粘着剤が好ましい。
【００７７】
　粘着層の厚みは、例えば１～１５０μｍ、好ましくは１０～１００μｍ、さらに好まし
くは２０～７０μｍ（特に２５～５０μｍ）程度である。
【００７８】
　粘着層は、他方の面全体に形成してもよく、他方の面の一部（例えば、周縁部）に形成
してもいずれでもよい。さらに、周縁部に形成する場合、貼着のための取り扱い性を向上
させる目的で、防眩フィルムの周縁部に枠状部材（例えば、周縁部にプラスチックシート
を積層）を形成し、枠状部材に粘着層を形成してもよい。
【００７９】
　［防眩フィルムの製造方法］
　本発明の防眩フィルムの製造方法は、特に限定されず、材料の種類に応じて、適宜選択
でき、物理的な加工や型を用いた転写などにより形成してもよいが、生産性などの点から
、硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程を経て製造する方法が好
ましい。特に、湿式スピノーダル分解により形成された凹凸形状を有する防眩層を含む防
眩フィルムでは、支持体（特に、透明基材層）の上に、１種以上のポリマー成分及び１種
以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組成物を塗布して乾燥することにより、ポリマー
成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択される少なくとも２つの成分を、湿式スピノーダル
分解により相分離させる相分離工程、相分離した硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線
で硬化させる硬化工程を経る方法であってもよい。
【００８０】
　相分離工程において、硬化性組成物は溶媒を含んでいてもよい。溶媒は、前記ポリマー
成分及び硬化樹脂前駆体成分の種類及び溶解性に応じて選択でき、少なくとも固形分（例
えば、複数のポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分、反応開始剤、その他添加剤）を均一
に溶解できる溶媒であればよい。特に、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体に対する溶媒の
溶解性を調整することにより、相分離構造を制御してもよい。そのような溶媒としては、
例えば、ケトン類（アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘ
キサノンなど）、エーテル類（ジオキサン、テトラヒドロフランなど）、脂肪族炭化水素
類（ヘキサンなど）、脂環式炭化水素類（シクロヘキサンなど）、芳香族炭化水素類（ト
ルエン、キシレンなど）、ハロゲン化炭素類（ジクロロメタン、ジクロロエタンなど）、
エステル類（酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチルなど）、水、アルコール類（エタノー
ル、イソプロパノール、ブタノール、シクロヘキサノールなど）、セロソルブ類［メチル
セロソルブ、エチルセロソルブ、プロピレングリコールモノメチルエーテル（１－メトキ
シ－２－プロパノール）など］、セロソルブアセテート類、スルホキシド類（ジメチルス
ルホキシドなど）、アミド類（ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミドなど）など
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が例示できる。また、溶媒は混合溶媒であってもよい。
【００８１】
　これらの溶媒のうち、メチルエチルケトンなどのケトン類を含むのが好ましく、ケトン
類と、アルコール類（ブタノールなど）及び／又はセロソルブ類（１－メトキシ－２－プ
ロパノールなど）との混合溶媒が特に好ましい。混合溶媒において、アルコール類及び／
又はセロソルブ類（両者を混合する場合、総量）の割合は、ケトン類１００重量部に対し
て、例えば１０～１５０重量部、好ましくは１５～１００重量部、さらに好ましくは２０
～８０重量部（特に２５～５０重量部）程度である。アルコール類とセロソルブ類とを組
み合わせる場合、セロソルブ類の割合は、アルコール類１００重量部に対して、例えば１
～１００重量部、好ましくは１０～８０重量部、さらに好ましくは３０～７０重量部（特
に４０～６０重量部）程度である。本発明では、溶媒を適宜組み合わせることにより、ス
ピノーダル分解による相分離を調整し、透明性と防眩性とを両立できる凹凸形状を形成で
きる。
【００８２】
　混合液中の溶質（ポリマー成分、硬化樹脂前駆体成分、反応開始剤、その他添加剤）の
濃度は、相分離が生じる範囲及び流延性やコーティング性などを損なわない範囲で選択で
き、例えば１～８０重量％、好ましくは１０～７０重量％、さらに好ましくは２０～６０
重量％（特に３０～５５重量％）程度である。
【００８３】
　塗布方法としては、慣用の方法、例えば、ロールコーター、エアナイフコーター、ブレ
ードコーター、ロッドコーター、リバースコーター、バーコーター、コンマコーター、デ
ィップ・スクイズコーター、ダイコーター、グラビアコーター、マイクログラビアコータ
ー、シルクスクリーンコーター法、ディップ法、スプレー法、スピナー法などが挙げられ
る。これらの方法のうち、バーコーター法やグラビアコーター法などが汎用される。なお
、必要であれば、塗布液は複数回に亘り塗布してもよい。
【００８４】
　前記混合液を流延又は塗布した後、溶媒の沸点よりも低い温度（例えば、溶媒の沸点よ
りも１～１２０℃、好ましくは５～５０℃、特に１０～５０℃程度低い温度）で溶媒を蒸
発させることにより、スピノーダル分解による相分離を誘起することができる。溶媒の蒸
発は、通常、乾燥、例えば、溶媒の沸点に応じて、３０～２００℃（例えば３０～１００
℃）、好ましくは４０～１２０℃、さらに好ましくは５０～９０℃（特に６０～８５℃）
程度の温度で乾燥させることにより行うことができる。
【００８５】
　このような溶媒の蒸発を伴うスピノーダル分解により、相分離構造のドメイン間の平均
距離に規則性又は周期性を付与できる。
【００８６】
　硬化工程では、乾燥した硬化性組成物を、活性光線（紫外線、電子線など）や熱などに
より最終的に硬化させることにより、スピノーダル分解により形成された相分離構造を直
ちに固定化できる。硬化性組成物の硬化は、硬化樹脂前駆体成分の種類に応じて、加熱、
光照射などを組み合わせてもよい。
【００８７】
　加熱温度は、適当な範囲、例えば、５０～１５０℃程度から選択できる。光照射は、光
硬化成分などの種類に応じて選択でき、通常、紫外線、電子線などが利用できる。汎用的
な光源は、通常、紫外線照射装置である。
【００８８】
　光源としては、例えば、紫外線の場合は、Ｄｅｅｐ　ＵＶ　ランプ、低圧水銀ランプ、
高圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ、ハロゲンランプ、レーザー光源（ヘリウム－カドミ
ウムレーザー、エキシマレーザーなどの光源）などを利用できる。照射光量（照射エネル
ギー）は、塗膜の厚みにより異なり、例えば１０～１００００ｍＪ／ｃｍ２、好ましくは
２０～５０００ｍＪ／ｃｍ２、さらに好ましくは３０～３０００ｍＪ／ｃｍ２程度である
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。光照射は、必要であれば、不活性ガス雰囲気中で行ってもよい。
【００８９】
　［表示装置］
　本発明の防眩フィルムは、透明性と防眩性とを両立できるため、種々の表示装置、例え
ば、液晶表示装置（ＬＣＤ）、有機ＥＬディスプレイ、タッチパネル付き表示装置などの
光学部材として利用でき、特に、ＬＣＤ、有機ＥＬディスプレイの光学要素として有用で
ある。
【００９０】
　詳しくは、ＬＣＤは、外部光を利用して、液晶セルを備えた表示ユニットを照明する反
射型ＬＣＤであってもよく、表示ユニットを照明するためのバックライトユニットを備え
た透過型ＬＣＤであってもよい。反射型ＬＣＤでは、外部からの入射光を、表示ユニット
を介して取り込み、表示ユニットを透過した透過光を反射部材により反射して表示ユニッ
トを照明できる。反射型ＬＣＤでは、前記反射部材から前方の光路内に本発明の防眩フィ
ルムを配設できる。例えば、本発明の防眩フィルムは、表示ユニットの前面（視認側前面
）などに配設又は積層でき、特に、コリメートバックライトユニットを有し、かつプリズ
ムシートを有さないＬＣＤの前面に配設してもよい。
【００９１】
　透過型ＬＣＤにおいて、バックライトユニットは、光源（冷陰極管などの管状光源、発
光ダイオードなどの点状光源など）からの光を一方の側部から入射させて前面の出射面か
ら出射させるための導光板（例えば、断面楔形状の導光板）を備えていてもよい。また、
必要であれば、導光板の前面側にはプリズムシートを配設してもよい。なお、通常、導光
板の裏面には、光源からの光を出射面側へ反射させるための反射部材が配設されている。
このような透過型ＬＣＤでは、通常、光源から前方の光路内に、本発明の防眩フィルムを
配設できる。例えば、導光板と表示ユニットとの間、表示ユニットの前面などに前記、本
発明の防眩フィルムを配設又は積層できる。
【００９２】
　有機ＥＬディスプレイにおいて、有機ＥＬは、各画素ごとに発光素子が構成されており
、この発光素子は、通常、金属などの陰電極／電子注入層／電子輸送層／発光層／正孔輸
送層／正孔注入層／ＩＴＯなどの陽電極／ガラス板や透明のプラスチック板などの基板で
形成されている。有機ＥＬディスプレイにおいても、本発明の防眩フィルムを光路内に配
設してもよい。
【００９３】
　また、本発明の防眩フィルムは、ＬＣＤ（タッチパネル付き表示装置でもあるＬＣＤを
含む）や有機ＥＬディスプレイ（タッチパネル付き表示装置でもある有機ＥＬディスプレ
イを含む）の傷つきを防止するためのアフターマーケット向け保護又はプロテクトフィル
ムとして利用してもよい。
【実施例】
【００９４】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
よって限定されるものではない。実施例及び比較例で用いた原料は以下の通りであり、得
られた防眩フィルムを以下の方法で評価した。
【００９５】
　［原料］
　重合性基を有するアクリル系重合体：ダイセル・オルネクス（株）製「サイクロマーＰ
」
　セルロースアセテートプロピオネート：イーストマン社製「ＣＡＰ－４８２－２０」、
アセチル化度＝２．５％、プロピオニル度＝４６％、ポリスチレン換算の数平均分子量７
５０００
　シリコーンアクリレート：ダイセル・オルネクス（株）製「ＥＢ１３６０」
　シリコーン系ハードコート材：（株）トクシキ製「ＡＳ－２０１Ｓ」
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　ウレタンアクリレートＡ：新中村化学工業（株）製「Ｕ－１５ＨＡ」
　ウレタンアクリレートＢ：（株）トクシキ製「ＡＵ－２３０」
　ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート：ダイセル・オルネクス（株）製「ＤＰＨ
Ａ」
　ナノシリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物：モメンティブ・パフォーマンス・マテ
リアルズ・ジャパン合同会社製「ＸＲ３９－Ｃ６２１０」
　シリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物：アイカ工業（株）製「Ｚ－７５７－４ＲＬ
」
　アクリル系紫外線硬化性化合物：アイカ工業（株）製「Ｚ－７５７－４ＣＬ」
　ＰＭＭＡビーズＡ：積水化学工業（株）製「ＳＳＸ－１１５」
　ＰＭＭＡビーズＢ：積水化学工業（株）製「ＳＳＸ－１０５」
　架橋スチレンビーズ：綜研化学（株）製「ＳＸ－１３０Ｈ」
　重合性基を有するフッ素系化合物Ａ：信越化学工業（株）製「ＫＹ－１２０３」
　重合性基を有するフッ素系化合物Ｂ：（株）ネオス製「フタージェント６０２Ａ」
　光開始剤Ａ：ＢＡＳＦジャパン（株）製「イルガキュア１８４」
　光開始剤Ｂ：ＢＡＳＦジャパン（株）製「イルガキュア９０７」
　ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム：三菱樹脂（株）製「ダイアホイル」
　セルローストリアセテート（ＴＡＣ）フィルム：富士フイルム（株）製「フジタックＴ
Ｇ６０ＵＬ」。
【００９６】
　［コート層の厚み］
　光学式膜厚計を用いて、任意の１０箇所を測定し、平均値を算出した。
【００９７】
　［ヘイズ］
　ヘイズメーター（日本電色（株）製「ＮＤＨ－５０００Ｗ」）を用いて、ＪＩＳ　Ｋ７
１３６に準拠し、凹凸構造を有する表面が受光器側となるように配置して測定した。
【００９８】
　［透過色相（ｂ＊）］
　ＪＩＳ　Ｚ８７８１に準拠して、分光光度計（（株）日立ハイテクサイエンス製「Ｕ－
３０１０」）を用いて測定した。
【００９９】
　［６０°グロス］
　ＪＩＳ　Ｋ７１０５に準拠してグロスメーター（（株）掘場製作所製「ＩＧ－３２０」
）を用いて角度６０°で測定した。
【０１００】
　［防眩性］
　作製した防眩フィルムを市販の黒色アクリル板に光学糊で貼り付け、三波長蛍光灯を照
らしたときの反射像を目視で確認し、以下の基準で評価した。
【０１０１】
　　◎：蛍光灯が全く見えない
　　○：蛍光灯の輪郭がぼける
　　△：蛍光灯の形状が見えるが眩しさが抑えられている。
【０１０２】
　［色合い］
　作製した防眩フィルムを三波長蛍光灯に向け、その透過光の色合いを目視で観察し、以
下の基準で評価した。
【０１０３】
　　○：フィルムを蛍光灯越しに透過して観察すると無色透明に見える
　　△：わずかに黄色又は青っぽく見える
　　×：明らかに黄色又は青く見える。
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【０１０４】
　［実施例１］
　重合性基を有するアクリル系重合体１５．０重量部、セルロースアセテートプロピオネ
ート３重量部、ナノシリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物の１５０重量部、シリコー
ンアクリレート１重量部を、メチルエチルケトン１０１重量部と１－ブタノール２４重量
部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製した。
【０１０５】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃２０）を用いて、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約９μｍのコート層を形成した。
【０１０６】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射して（積算光量約１０
０ｍＪ／ｃｍ２照射、以下同様）コート層を紫外線硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１０７】
　［実施例２］
　重合性基を有するアクリル系重合体１２．５重量部、セルロースアセテートプロピオネ
ート４重量部、ナノシリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物１５０重量部、シリコーン
アクリレート１重量部を、メチルエチルケトン８１重量部と１－ブタノール２４重量部と
１－メトキシ－２－プロパノール１３重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製した。
【０１０８】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃２０）を用いて、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約９μｍのコート層を形成した。
【０１０９】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１１０】
　［実施例３］
　重合性基を有するアクリル系重合体４５．６重量部、セルロースアセテートプロピオネ
ート２．３重量部、ウレタンアクリレートＡ７０．７重量部、ジペンタエリスリトールヘ
キサアクリレート８．２重量部、シリコーンアクリレート０．６重量部、重合性基を有す
るフッ素系化合物Ｂ０．１重量部、光開始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチル
エチルケトン１２８重量部と１－ブタノール２５重量部とシクロヘキサノン３１重量部と
の混合溶媒に溶解し、溶液を調製した。
【０１１１】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃１６）を用いて、ＴＡＣフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約７μｍのコート層を形成した。
【０１１２】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１１３】
　［実施例４］
　重合性基を有するアクリル系重合体１２．５重量部、セルロースアセテートプロピオネ
ート５．５重量部、ナノシリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物１４９重量部、重合性
基を有するフッ素系化合物Ｂ０．１重量部を、メチルエチルケトン１２９重量部と１－ブ
タノール２４重量部と１－メトキシ－２－プロパノール１３重量部との混合溶媒に溶解し
、溶液を調製した。
【０１１４】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃１４）を用いて、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約５μｍのコート層を形成した。
【０１１５】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
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硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１１６】
　［実施例５］
　重合性基を有するアクリル系重合体３６．９重量部、セルロースアセテートプロピオネ
ート３．０重量部、ウレタンアクリレートＡ５５．０重量部、シリコーンアクリレート０
．７重量部、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート２２．９重量部、重合性基を有
するフッ素系化合物Ａ０．１重量部、光開始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチ
ルエチルケトン１４４重量部と１－ブタノール２１重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を
調製した。
【０１１７】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃１８）を用いて、ＴＡＣフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約８μｍのコート層を形成した。
【０１１８】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１１９】
　［実施例６］
　重合性基を有するアクリル系重合体５０重量部、セルロースアセテートプロピオネート
４重量部、ウレタンアクリレートＡ７６重量部、シリコーンアクリレート１重量部、光開
始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチルエチルケトン１７６重量部と１－ブタノ
ール２８重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製した。
【０１２０】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃１８）を用いて、ＴＡＣフィルム上に流延した後、８０
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約８μｍのコート層を形成した。
【０１２１】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１２２】
　［実施例７］
　セルロースアセテートプロピオネート３重量部、ウレタンアクリレートＡ９７重量部、
ＰＭＭＡビーズＢ９０重量部、光開始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチルエチ
ルケトン２７７重量部と１－ブタノール２３重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製し
た。
【０１２３】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃６）を用いて、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０℃
のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約１μｍのコート層を形成した。
【０１２４】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１２５】
　［参考例１］
　ウレタンアクリレートＢ３９重量部、シリコーン系ハードコート材１５．７重量部、Ｐ
ＭＭＡビーズＡ０．３重量部、架橋スチレンビーズ６．１重量部をメチルエチルケトン３
８重量部に溶解、溶液を調製した。
【０１２６】
　この溶液を、ワイヤーバー（＃１４）を用いてＰＥＴフィルム上に流延した後、１００
℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発させて厚さ約６μｍのコート層を形成させた
。
【０１２７】
　そして、高圧水銀ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射してコート層を紫外線
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硬化処理し、防眩フィルムを得た。
【０１２８】
　［参考例２］
　シリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物５０質量部とアクリル系紫外線硬化性化合物
１５０質量部とを混合した溶液を調製した。この溶液を、ワイヤーバー（＃１４）を用い
て、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発さ
せて厚さ約７μｍのコート層を形成した。
【０１２９】
　そして、紫外線ランプにより紫外線をコート層に約５秒間照射して紫外線硬化処理し、
防眩フィルムを得た。
【０１３０】
　実施例及び参考例で得られた防眩フィルムの評価結果を表１に示す。
【０１３１】
【表１】

【０１３２】
　表１の結果から明らかなように、実施例の防眩フィルムは、防眩性が高く、色合い（無
色透明性）も優れていた。
【産業上の利用可能性】
【０１３３】
　本発明の防眩フィルムは、種々の表示装置、例えば、ＬＣＤ、陰極管表示装置、有機又
は無機ＥＬディスプレイ、フィールドエミッションディスプレイ（ＦＥＤ）、表面電界デ
ィスプレイ（ＳＥＤ）、リアプロジェクションテレビディスプレイ、プラズマディスプレ
イ、タッチパネル付き表示装置などの表示装置に利用される防眩フィルムとして利用でき
る。
【０１３４】
　また、本発明の防眩フィルムは、各種サイズのスクリーンに対応でき、小型又は携帯型
スクリーンの表示装置（例えば、カーナビゲーション用ディスプレイ、ゲーム機器、スマ
ートフォン、タブレットＰＣなどのディスプレイ及びタッチパネル付き表示装置など）、
中型スクリーンの表示装置（例えば、ノート型又はラップトップ型ＰＣやデスクトップ型
ＰＣなどのＰＣ、テレビなど）、大型スクリーンの表示装置（例えば、デジタルサイネー
ジなど）などに利用できる。これらのうち、解像度の違いに応じて適宜選択できるが、透
明性と防眩性とを両立できる点から、例えば、中型スクリーンや大型スクリーンの表示装
置に好適に利用できる。
【０１３５】
　さらに、防眩層が硬化樹脂前駆体を含むフィルムは、耐擦傷性にも優れるため、ＬＣＤ
や有機ＥＬディスプレイのアフターマーケット向け保護フィルム（プロテクトフィルム）
としても利用できる。
【手続補正書】
【提出日】平成31年1月22日(2019.1.22)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、透
過光の色度ｂ＊の絶対値が１５以下であり、かつヘイズが３０％以上である防眩フィルム
であって、前記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を
含む硬化性組成物の硬化物であり、かつ前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分か
ら選択される少なくとも２つの成分が、湿式スピノーダル分解により相分離可能である防
眩フィルム。
【請求項２】
　透過光の色度ｂ＊の絶対値が３以下であり、かつ６０°グロスが２５％以下である請求
項１記載の防眩フィルム。
【請求項３】
　ポリマー成分が、セルロースエステル類及び／又は重合性基を有していてもよい（メタ
）アクリル系重合体を含む請求項１又は２記載の防眩フィルム。
【請求項４】
　硬化樹脂前駆体成分が、多官能（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート
、ポリエステル（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート及びシリコーン（
メタ）アクリレートから選択された少なくとも１種を含む請求項１～３のいずれかに記載
の防眩フィルム。
【請求項５】
　硬化樹脂前駆体成分が、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を含む請求項１～４のい
ずれかに記載の防眩フィルム。
【請求項６】
　硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程を含む請求項１～５のい
ずれかに記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項７】
　支持体の上に、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化
性組成物を塗布して乾燥することにより、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択
される少なくとも２つの成分を、湿式スピノーダル分解により相分離させる相分離工程を
さらに含み、硬化工程が、相分離した硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させ
る硬化工程である請求項６記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれかに記載の防眩フィルムを備えた表示装置。
【請求項９】
　有機ＥＬディスプレイ又は液晶表示装置である請求項８記載の表示装置。
【請求項１０】
　透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、前
記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組
成物の硬化物であり、かつ前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分から選択される
少なくとも２つの成分が、湿式スピノーダル分解により相分離可能である防眩フィルムに
おいて、透過光の色度ｂ＊の絶対値及びヘイズを、それぞれ１５以下及び３０％以上の範
囲に調整し、防眩フィルムの防眩性及び透明性を向上する方法。
【手続補正書】
【提出日】平成31年4月12日(2019.4.12)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、透
過光の色度ｂ＊の絶対値が３以下であり、かつヘイズが３０％以上である防眩フィルムで
あって、前記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含
む硬化性組成物の硬化物であり、前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分から選択
される少なくとも２つの成分が、湿式スピノーダル分解により相分離可能であり、かつ前
記硬化樹脂前駆体成分が、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を含む防眩フィルム。
【請求項２】
　６０°グロスが２５％以下である請求項１記載の防眩フィルム。
【請求項３】
　ポリマー成分が、セルロースエステル類及び／又は重合性基を有していてもよい（メタ
）アクリル系重合体を含む請求項１又は２記載の防眩フィルム。
【請求項４】
　硬化樹脂前駆体成分が、多官能（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート
、ポリエステル（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート及びシリコーン（
メタ）アクリレートから選択された少なくとも１種を含む請求項１～３のいずれかに記載
の防眩フィルム。
【請求項５】
　硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させる硬化工程を含む請求項１～４のい
ずれかに記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項６】
　支持体の上に、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化
性組成物を塗布して乾燥することにより、ポリマー成分及び硬化樹脂前駆体成分から選択
される少なくとも２つの成分を、湿式スピノーダル分解により相分離させる相分離工程を
さらに含み、硬化工程が、相分離した硬化性組成物を熱又は活性エネルギー線で硬化させ
る硬化工程である請求項５記載の防眩フィルムの製造方法。
【請求項７】
　請求項１～４のいずれかに記載の防眩フィルムを備えた表示装置。
【請求項８】
　有機ＥＬディスプレイ又は液晶表示装置である請求項７記載の表示装置。
【請求項９】
　透明基材層と、この透明基材層の少なくとも一方の面に形成された防眩層とを含み、前
記防眩層が、１種以上のポリマー成分及び１種以上の硬化樹脂前駆体成分を含む硬化性組
成物の硬化物であり、前記ポリマー成分及び前記硬化樹脂前駆体成分から選択される少な
くとも２つの成分が、湿式スピノーダル分解により相分離可能であり、かつ前記硬化樹脂
前駆体成分が、シリカナノ粒子及び／又はフッ素原子を含む防眩フィルムにおいて、透過
光の色度ｂ＊の絶対値及びヘイズを、それぞれ３以下及び３０％以上の範囲に調整し、防
眩フィルムの防眩性及び透明性を向上する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　［参考例１］
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　重合性基を有するアクリル系重合体５０重量部、セルロースアセテートプロピオネート
４重量部、ウレタンアクリレートＡ７６重量部、シリコーンアクリレート１重量部、光開
始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチルエチルケトン１７６重量部と１－ブタノ
ール２８重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製した。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　［参考例２］
　セルロースアセテートプロピオネート３重量部、ウレタンアクリレートＡ９７重量部、
ＰＭＭＡビーズＢ９０重量部、光開始剤Ａ１重量部、光開始剤Ｂ１重量部を、メチルエチ
ルケトン２７７重量部と１－ブタノール２３重量部との混合溶媒に溶解し、溶液を調製し
た。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　［参考例３］
　ウレタンアクリレートＢ３９重量部、シリコーン系ハードコート材１５．７重量部、Ｐ
ＭＭＡビーズＡ０．３重量部、架橋スチレンビーズ６．１重量部をメチルエチルケトン３
８重量部に溶解、溶液を調製した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　［参考例４］
　シリカ含有アクリル系紫外線硬化性化合物５０質量部とアクリル系紫外線硬化性化合物
１５０質量部とを混合した溶液を調製した。この溶液を、ワイヤーバー（＃１４）を用い
て、ＰＥＴフィルム上に流延した後、８０℃のオーブン内に１分間放置し、溶媒を蒸発さ
せて厚さ約７μｍのコート層を形成した。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
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